


























文 字  “X” の 謎
中　川　勝　昭
1	 フロリアン・クルマス『文字の言語学　現代文字論入門』、斎藤伸治訳、大修館書店  2014,	 
p.77. （Florian Coulmas: Writing Systems: An introduction to their linguistic analysis, 2003）







明な文字がある。X である。X は１文字で、［ks］ という連続する２子音を表す。
一方、アルファベットの中には、［k］ を音価としてもつ K と ［s］ を音価として
もつ S があるから、［ks］ を表記するには、原理にしたがって KS と綴れば済む










た分節音である ［k］ と ［s］ の単なる継起と捉える先入見から離れる必要があると





fricate）と呼ばれる子音である。英語では、church に現れる ［tʃ］ や judge に現れ
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4	 ピーター・ラディフォギッド『音声学概説』、竹林滋・牧野武彦共訳、大修館書店  1999,	 
p.15. （Peter Ladefoged: A Course in Phonetics, 3rd edition, 1993）
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（後には、アテネを中心とするアッティカでも）用いられていた。この系統に








	Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι Κ Λ Μ Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω
母音を表すのは、Α, Ε, Η, Ι, Ο, Υ, Ωの７文字である。Ε ［e］ と Ο ［o］ は短音の
み、Η ［ē］ と Ω ［ō］ は長音のみを表す。Α ［a］、Ι ［i］、Υ ［y］ は、短音を表す場合
と長音を表す場合がある。例えば、Αであれば、［a］ も ［ā］ も表し得る。［y］ は
前舌母音で、ドイツ語の ü と同様の発音だったと考えられている。ただし、こ
れはアッティカ方言の場合で、方言によっては、［u］ を表していた。





両 唇 音 Β［b］ Π［p］ Φ［ph］
歯 茎 音 Δ［d］ Τ［t］ Θ［th］
軟 口 蓋 音 Γ ［g］ Κ［k］ Χ［kh］
5	 松本克己「ギリシア・ラテン・アルファベットの発展」（講座言語・第５巻『世界の文字』
大修館書店  1981所収）、pp.96f. 矢島文夫総監訳『世界の文字大辞典』朝倉書店  2013,	 





れない。日本語、英語、ラテン語などでは、発話の中での ［p］ と ［ph］ の間の違
いは認識されない。これに対して、中国語や韓国語などでは、有気音と無気音
の区別はあるが、有声音と無気音（無声音）は区別しない。つまり、［b］ と発














6	 李翊燮・李相億・蔡琬『韓国語概説』、梅田博之監修、大修館書店  2004,	 p.70. （Lee Ik-Sup 




























標準のギリシア・アルファベットにも、Κ ［k］、Π ［p］、Σ ［s］ が存在する。こ




エウボイア アッティカ コリントス テラ メロス クレタ ナクソス
［k］ Κ：q Κ：q Κ：q Κ：q Κ Κ：q Κ：q
［kh］ Ψ Χ Χ Κ	 ：q	 ΚΗ Κ Χ
［ks］ Χ ΧΣ Ξ ΚΜ ΚΜ ΚΜ：qΜ Σ
［ph］ Φ Φ Φ Π	 ΠΗ Π Φ
［ps］ ΦΣ ΦΣ Ψ ΠΜ ΠΜ ΠΜ ΠΣ
［s］ Σ Σ Μ Μ Μ Μ Σ
q は、フェニキア文字の ［qōp］ に由来する。この文字は、紀元前６世紀になる
まで、ギリシアの多くの地方で Κ ［kap］ との使い分けが行われていた。母音 ［a］,
［e］,［i］ の前では Κが用いられ、［o］,［u］ の前では q が用いられた。ギリシア
語では、その後、数字としてのみ用いられた。
“ ”と“ ”は、Η ［hēta］ の異字体で、いずれも ［h］ が音価である。［s］ を表す
のに、地方毎に Σ ［sigma］ と Μ ［san］ の使い分けが行われていた。
エウボイア島で用いられたアルファベットは、西アルファベットの系統であ
る。これは、ラテン・アルファベットへと連なる。 ［ks］ を表すのに Χがもちい





ここで注目すべきは、［ks］ を表記するのに、ΚΜ （［k］ + ［s］）のほかに、ΧΣ
（［kh］ + ［s］）、さらにはそれ以外の表記も行われていたということだ。ΧΣ（［kh］ 
+ ［s］）を用いた地域では、実際には ［khs］ という発音であったということだろ
うか。それは、考えられない。というのは、古代ギリシア語には、［s］ の前に
立つ閉鎖音は、［s］ に同化するという性質があるからだ。
	［g］,［k］,［kh］ + ［s］ → ［ks］
	［b］,［p］,［ph］ + ［s］ → ［ps］
























置し、［a］ が後続する ［k］ を、下付き文字を利用して［ka］ のように表すことに
する。つまり、［ka］ に含まれる ［k］ を ［ka］ と表現するということだ。この表記
法に従えば、分節音 ［k］ とは、異なる音声を寄せ集めた一つの系列の指標であ
ることが明示される。
	 k : { ka, ke, ki, ko, ku, …}
我々が分節音 ［k］ と想定しているものは、現実の音響的な対応物をもつわけで
はない。分節音 ［k］ とは一つのラベルのようなもので、k という記号がその存
在を成り立たせている。
それでは、［ka］、［ke］、［ki］ などが、それぞれ異なる音声であるにも関わら








	 ka ↔ pa; ka ↔ ta; ka ↔ ga; ka ↔ ba; …
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	 ke ↔ pe; ke ↔ te; ke ↔ ge; ke ↔ be; …





	 k : { ka, ke, ki, ko, ku, …}
	 p : { pa, pe, pi, po, pu, …}
	 …




られる。この位置価に基づいて、［ka］ が系列 k に分類されるのである。同様に




古代ギリシア語においては、［s］ が後続する両唇閉鎖音 ［b, p, ph］ 及び軟口蓋
閉鎖音 ［g, k, kh］は、［s］ に同化して、［ps］ 及び ［ks］ という子音連続としてしか
実現しない。これを上記の系列化と結びつけて考えるとどうなるだろうか。
	 g : { ga, ge, gi, go, gu, gs, …}
	 k : { ka, ke, ki, ko, ku, ks, …}
	 kh : { kha, khe, khi, kho, khu, khs, …}












ドイツ語では、有声音の ［d］ と無声音の ［t］ は、例えば語頭においては、
duschen  ［d-］ と tuschen ［t-］ のように意味上の区別を生じさせる。ところが、有
声の閉鎖音は語末では無声化してしまうので、語末に ［-d］ の音が現れることは
ない。そのため、ドイツ語の Rad （車輪）と Rat （助言）は、どちらも ［rāt］ と
同じ発音である。このように、語末においては発音は ［-t］ であるのに、d と表
記されることがある 10。Rad（車輪）も、音声学的観点からは、Rat と表記する




古代ギリシア語で ［ks］ を表記するのに、ΚΜ （［k］ + ［s］）あるいは ΧΣ （［kh］ + 
9	 Nikolaus S. Trubetzkoy: Grundzüge der Phonologie, 7. Auflage, 1989, Göttingen, p.220. トゥルベ
ツコイは、古代ギリシア語に見られるこの中和に言及しているが、それがもつ表記上の含
意を引き出すには至っていない。
10	 アンドレ・マルティネ『一般言語学要理』、三宅徳嘉訳、岩波書店  1972,	 p102. （André 




では、［kh］ を１文字で表す記号が存在していなかったから、Κ ［k］ を用いる以外
の選択肢はなかったのだが。
では、ナクソス島で 	Σ（文字通りだと ［h］ + ［s］）という表記が用いられてい
たのは、どう解釈するべきだろうか。もし、これが本当に ［ks］ を表すために用
いられていたのだとしても、不合理な表記とは言えない。それによって表示さ











ところで、無声閉鎖音 ［p, t, k; ph, th, kh］ に後続する音は、次の三つに分類で
きる。三つとは、①有声音（母音、鼻音 ［m, n］、流音 ［l, r］）②無声閉鎖音 ③無









て振動が始まれば、その無声閉鎖音は無気音 ［p, t, k］ となる。反対に、閉鎖の
開放後に一定の間があって、強い呼気が出されてから声門が閉じられれば、有
気音 ［ph, th, kh］ となる。したがって、無声閉鎖音に有声音が後続する場合には、
声門を閉じるタイミングが、無気音か有気音かを決める標識となる。
古代ギリシア語では、無声閉鎖音に後続する閉鎖音は、無声閉鎖音だけで、
有声閉鎖音 ［b, d, g］ が後続することはない。 無声閉鎖音の連続には、［pt-］,
［phth-］ などの例がある。無声閉鎖音が連続する場合、先行の閉鎖音が無気音に
なるか、有気音になるかは、後続音の閉鎖のタイミングで決まる。すなわち、
後続の両唇音 ［p; ph］・歯茎音 ［t; th］・軟口蓋音 ［k; kh］ が、それぞれの位置で閉
鎖を形成し、呼気を堰き止める。そのタイミングが早く、呼気がほとんど出な
ければ、先行の音は無気閉鎖音 ［p, t, k］ となる。反対に、閉鎖の再形成までに
一定の間隔があり、強い呼気が放出されれば、先行音は有気閉鎖音 ［ph, th, kh］ 
となる。したがって、この場合には、後続の閉鎖音が閉鎖を形成するタイミン
グが、先行音が無気音か有気音かを決める標識となる。










て定まった。これに対して、③ ［s］ が後続する場合、つまり ［ks］、［ps］ の場合
は、調音の機構が著しく異なり、声帯にも、口腔内にも閉鎖は形成されず、呼
気の流れは停止することがない。［s］ の前が ［k］ なのか ［kh］ なのか、あるいは 





［ks］ と ［ps］ を表記するのに、地方によっては２文字を充てていた。例えば、
標準のアルファベットが定着する以前のアッティカなどである。そこでは、［ks］ 
と ［ps］ を表記するのに、有気閉鎖音を音価とする文字の Χ ［kh］ とΦ ［ph］ を用い
て、それぞれ ΧΣ、ΦΣと綴られていた。このことは、［k］ ↔ ［kh］、［p］ ↔ ［ph］ 
という対立が存在しない環境において、音声学的には ［ks］ と ［ps］ という発音
が、［khs］ と ［phs］ として聞き取られたことを示している。これは、一種の錯覚




無気音［k］ 有気音［kh］ Ξ［ks］（有声音） 
15文字 “X” の謎
６．［ks］ を１文字で表記するという選択
さて、それではなぜ、東部イオニア式アルファベットでは、［ks］ と ［ps］ が、
それぞれ１文字で表記されたのだろうか。それは、上で見たように、［s］ の前
では逆行同化によって、閉鎖音としては ［k］ と ［p］ しか現れなかったこと、そし
て、［h］ を別とすれば ［s］ が唯一の無声摩擦音であったこと、これら二つの事態
が大きく影響していると思われる。イオニア式アルファベットの発明者（たち）
は、有気閉鎖音の Χ ［kh］ と Φ ［ph］ との類推を働かせたのではないだろうか。
［kh］ と ［ks］ の間の類似性として、閉鎖 ［k］ の開放後、一定の時間呼気が放出




そして、もし仮に、［ks］ の他に ［khs］ という発音が意味の区別をもたらすも




この推論は、［ks］ と ［ps］ にそれぞれ Ξと Ψの文字を充てた東部イオニア式
アルファベットには、良く当てはまる。しかし、ラテン・アルファベットの源
流である西アルファベットでは、なぜ ［ks］ だけが１文字で書かれたのか。そし
て、なぜ X の記号が充てられたのか。これらのことは、本稿の推論だけでは解
決し得ない謎として残される。
